
評価委員アンケート

努力指標
学校自
己評価 成果指標

学校
自己
評価

1 授業開始時に学習目標、「本時の目標」
を確実に提示する。 4 ９０％以上 Ａ 学校の評価活動は適切である 3

2 授業開始時に前時の振り返りを確実に
行う。 3 ８０％以上 Ｂ 学校の評価活動はほぼ適切である 1

3 「振り返りシート」で「分からない」と言える
授業風土をつくる。 2 ７０％以上 Ｃ 学校の評価活動は適切でない

4 協同学習の場面を総計で1日30分間確
保する。 1 ７０％未満 Ｄ 指標・基準が不適当である

5 ＩＣＴ機器活用を計画的に行う。
4 ８０％以上 Ａ 学校の評価活動は適切である 3

6 特別支援教育を視野に，実態に応じた
個別指導を実施する。 3 ７０％以上 Ｂ 学校の評価活動はほぼ適切である 1

7 家庭学習習慣を身に付けるため、週末
課題・学習ノートを活用・実施する。 2 ５０％以上 Ｃ 学校の評価活動は適切でない

8 学区内小学校と連携し、9ヵ年を見通し
た基礎学力の定着を図る。 1 ５０％未満 Ｄ 指標・基準が不適当である

1 教師自ら生徒への挨拶を積極的に行
う。 4 ８０％以上 4 ９０％以上 Ａ 学校の評価活動は適切である 3

3 ７０％以上 3 ８０％以上 Ｂ 学校の評価活動はほぼ適切である 1

2 「がんばりチケット」で挨拶・掃除の肯定
的評価活動を行う。

2 ６０％以上 2 ７０％以上 Ｃ 学校の評価活動は適切でない

1 ６０％未満 1 ７０％未満 Ｄ 指標・基準が不適当である

3 掃除について統一した指導を展開す
る。 4 ８０％以上 4 ９０％以上 Ａ 学校の評価活動は適切である 2

3 ７０％以上 3 ８０％以上 Ｂ 学校の評価活動はほぼ適切である 2

4 専門委員会を活性化し、校内美化（清
掃ボランティア等）・読書活動の推進を
図る。

2 ６０％以上 2 ７０％以上 Ｃ 学校の評価活動は適切でない

1 ６０％未満 1 ７０％未満 Ｄ 指標・基準が不適当である

1 ボランティア手帳を活用し、校内外にお
いて、ボランティア活動の機会を増や
す。

4 ８０％以上 4 ６０％以上 Ａ 学校の評価活動は適切である 4

2 ボランティア紹介黒板の設置による広報
活動を行う。 3 ７０％以上 3 ５０％以上 Ｂ 学校の評価活動はほぼ適切である

3 横川ふしぎ市、三篠公民館まつり等の地
域行事への参加募集を募る。 2 ６０％以上 2 ４０％以上 Ｃ 学校の評価活動は適切でない

4 市内大型地域イベント（ＦＦ用花育成等）
に生徒が育てた花を提供し、支援する。 1 ６０％未満 1 ４０％未満 Ｄ 指標・基準が不適当である

5 ふれあい活動推進協議会と連携した地
域・生徒・保護者参加型の行事を開催
する。

4 ８０％以上 4 ６０％以上 Ａ 学校の評価活動は適切である 4

3 ７０％以上 3 ５０％以上 Ｂ 学校の評価活動はほぼ適切である

2 ６０％以上 2 ４０％以上 Ｃ 学校の評価活動は適切でない

1 ６０％未満 1 ４０％未満 Ｄ 指標・基準が不適当である

学校関係者評価 記入欄
（Ａ～Ｄのうち１つに○を）

ご質問・ご意見欄
特にC以下の評価となっ
た理由もお聞かせ下さい

○ 学校側の謙虚な評価
が頼もしい。

○ 教師集団が共通認識
のもとスクラムを組んで，
授業や保護者との連携を
行っていただきたい。

○ 学力の向上について
は，小学校との連携も必
要である。

○生徒が地域活動の場
によく参加している。教員
の参加ももっと多いは
ず。

具体的方策

教員アンケートで１～７の
具体的方策のうち５項目
以上を実践できた教員の
割合。

66.7%

８０％以上

７０％以上

６０％以上

６０％未満

4

2

地域行事の各種行事へ
参加した生徒を７０％以
上とする。

８１．１％ 4

4

教員アンケートで校内外
でボランティア活動にかか
わる指導をした教員の割
合。

70%

3

学校内外のボランティア
活動への参加経験を持
つ生徒を６０％以上とす
る。

８６．１％

5

教員アンケートで生徒とと
もに地域行事に参加したと
する教員の割合。

66.7%

4
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

保護者・地域に学校
の取組に対する理解
を広め，学校への信
頼度において肯定的
評価を９５％以上とす
る。
（３年次）

学校内外のボランティア活
動への参加経験を持つ生
徒を６０％以上とする。

地域行事の各種行事へ参
加した生徒を７０％以上と
する。

生徒・保護者のアンケー
トで「校内が清掃・整備さ
れている」とする割合。

生徒 ７１．２％
保護者 ７９．８％ 2

2

教員アンケートで１，２の具
体的方策を実践した教員
の割合。

94.6%
4

生徒・保護者のアンケー
トで「お互いにあいさつ
の習慣がついた」とする
割合。

生徒 ８５．４％
保護者 ７８．８％
平均 ７５．５％

3

3

教員アンケートで３，４の具
体的方策を実践した教員
の割合。

79.0%

豊
か
な
人
間
性
の
育
成

あいさつ・声かけをと
おして，学校全体で
お互いを信頼し，尊
重し合える仲間づくり
を目指すとともに，生
徒自ら自己肯定感が
あること・自らの成長
を実感する生徒が１０
０％となる。
（３年次）

学校の内外を問わず，あ
いさつの習慣がついたと
実感する生徒を９０％以上
とする。

２

学
力
の
向
上

授業に意欲的に取り
組むことができる生
徒を９５％以上とす
る。
（３年次）

3
掃除を学習・自己研鑽・修
養の機会として取り組む生
徒を９０％以上とする。

1

3

2

基礎・基本定着状況調
査，全国学力・学習状況
調査等での通過率６０％
以上の生徒を８０％以上と
する。

学力調査（基礎・基本も
しくは全国学力調査な
ど）で正答率６０％以上
の生徒の割合。

国 ７２．５％
数 ７５．０％
英 ７１．０％

3

生徒アンケートで「授業
が分かる」とする生徒の
割合。

73.4%
授業がわかる生徒を８０％
以上とする。

2

1

評価基準 評価基準
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